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■研究室の概要

当研究室は、私と柳原正実助教の 2 名体制で運営していま

す。主な研究分野は道路交通工学であり、高速道路における

安全・円滑に資する運転挙動や交通運用に関する研究や、一

般道路の特に平面交差の計画・設計や信号制御などに関する

研究を行っており、ドライビングシミュレータや交通流シ

ミュレーションなどを用いた実験的・実践的な研究が多く

なっています。

以下、当研究室において最近実施している研究をいくつか

紹介します。 

■自動運転・手動運転混在下における交通制御

自動運転と手動運転が混在する状況においては手動運転車

に働きかける対策が重要と考えています。その一つとして、

高速道路の渋滞対策や安全対策として用いられる移動発光体

を混在下で運用した際の運転挙動をドライビングシミュレー

タ実験などで分析し、混在下でより効果を発揮することなど

を明らかにしています。今後も、自動運転・手動運転混在下

での手動運転車の挙動とそれに伴う交通流への影響に着目し

た研究を行っていきます。

■信号交差点の計画・設計・制御手法に関連する研究

安全で円滑な信号交差点の計画・設計・制御手法に関する

基礎から応用までの様々な研究を行っています．その一つと

して、信号灯器位置と運転挙動の関係をドライビングシミュ

レータ実験や実験場での実車実験などで分析しています。

また、信号交差点の交通容量解析手法やそのための基本要素

である飽和交通流率の特性分析などを行っています。 

■運転者の疲労・ストレスを考慮した休憩施設配置

快適で安全な運転の観点から、適切な休憩施設の設置は大

きな課題となります。本研究では，道の駅を念頭に置いて主

に一般道を対象として、運転者の休憩行動に伴う不効用をモ

デル化するとともに、当該モデルを適用して、道の駅などの

休憩施設配置の評価や、新たな設置箇所の評価手法を構築し

ました。心拍数に基づく運転時のストレス計測に基づく運転

挙動への影響等について分析しており、それらの知見も休憩

施設配置計画に適用しています。 
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図 1 ドライビングシミュレータによる実験風景 

図 2 信号灯器位置の異なるケース 

（左：farタイプ、右：nearタイプ） 

図 3 休憩施設立地による効用増加量 
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